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論 文 内 容 の 要 旨 
 原田喜子氏の博士論文は、柳宗悦の民藝運動において重要な大礼記念国産振興東京博覧
会パビリオン「民藝館」についての研究である。内容は次の目次の通りである。 
 
〈目次〉 
序論 
第1部 大礼記念国産振興東京博覧会パビリオン民藝館 
第1章 民藝館の概要 
第2章 民藝館の計画 
第3章 「民藝」の誕生と定着 
第 2 部 民藝館の先行研究と本研究の課題 
第1章 民藝館の建物 
第2章 民藝館出品の背景 
第3章 民藝の展示 
第4章 本研究の課題 
第 3 部 1928 年の日本と展示 
第1章 近代日本の社会 
第2章 博覧会の展示 
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第3章 大礼博の展示 
第4章 美術工芸の展示 
第5章 室内装飾の展示 
第6章 近代日本の博覧会と民藝館 
第 4 部 柳宗悦と展示 
第1章 柳の概念形成の考察 
第2章 柳の展示作品の特徴 
第3章 日本民藝館と柳の展示創作技術 
第4章 民藝館の展示創作 
結論 
以上、原田喜子氏の研究目的は、民芸運動の中心人物である柳宗悦（1889－1961）が、
1928（昭和 3）年に制作した展示施設「民藝館」を研究対象とし、柳の展示創作活動を明ら
かにすることを目的とした。1936（昭和 11）年に日本民藝館を開設した柳は、以後も展示
活動を創作活動として生涯取り組んでいる。民藝にとっての展示は、「美を視覚的に表現す
る」ということであり、民藝の美の視覚化のために、柳が創作した展示技術が実践的に受
け継がれた。しかし、柳と民藝運動についての先行研究を振り返ってみると、民藝の「展
示」自体を中心とする研究は非常に少ない。また、柳の展示作品を美術作品として認識し、
その創作性について論じた研究は皆無といってもよい。 
本研究の主体となる民藝館は、1928（昭和 3）年に開催された大礼記念国産振興東京博覧
会のパビリオンとして制作された仮設的な展示施設であった。民藝館の展示の特徴は、住
宅の中に生活様式に則って民芸品を配置したモデルルーム式の展示方法をとったことであ
る。建物外観は、一見したところ当時では一般的な日本の伝統的な民家のようであったが、
近代的で先進的な建築が立ち並ぶ大礼博の会場においては、「變わった建物」などとメディ
アで評された。そして、内装や家具類には西洋や朝鮮、さらに複数の文化の様式を取り入
れていた。床の間には仏画が掛けられ、テーブルの上には英国式のアフタヌーンティーが
供されるかのような状態で急須や湯呑が展示され、障子の桟や扉には朝鮮式の卍紋が施さ
れた。 
柳は民藝館の様式について明言を避け、「形において東洋の傳統が多分なのは、吾々が東
洋人なるによる。それは必然さであつて意考によるのではない。」と述べた。これらの様式
の取り合わせだけでなく、生活空間をそのまま展示空間として扱うことは、工芸品の展示
方法として当時では珍しいものであった。この民藝館の出品によって、柳は民藝を初めて
公に知らせることができた。 
第 1 部では、民藝館の概要を述べ、第 2 部では、民藝館の先行研究と本研究の課題につ
いて述べた。 
第 3 部では、1928（昭和３）年を軸に、万博の日本の展示、大礼博の展示、美術工芸の
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展示、室内装飾の展示について考察を行った。その結果、建物と工芸品の総合的展示とい
う民藝館の展示方法は、当時では特殊なものであったが、文化を視覚化し、その特徴を訴
求する手段として、近代日本の博覧会事業とともに発展してきたものであることが明らか
になった。そして、柳が実際の生活の中で民芸の美を見出したことを来館者にも体験して
もらうために、民芸の美に囲まれた生活空間を展示したと結論づけた。 
続く第４部では、柳とその展示活動に具体的に迫った。第１章では、柳にとっての「工
藝」、「美術」、「建築」、「陳列」の概念形成について考察した。第２章では、柳の展示作品
の特徴を見出すために、1909（明治 42）年以降に行った白樺期の展示活動、1924（大正 13）
年に開設した朝鮮民族美術館、1927（昭和 2）年に催した日本民藝品展覧会、1928（昭和 3）
年に民藝館を移設して使用した三國莊、1936（昭和 11）年から始まった日本民藝館での展
示活動について、写真資料をもとにそれらの造形に具体的な解説を述べた。第３章では、
柳の展示創作活動の集大成である日本民藝館での展示創作技術を、展示品の蒐集、建築設
計、展示品の配置方法の 3点に注目して分析を行った。 
第４章では、民藝館における柳の展示創作を、主人室と応接室、さらにはテーブルコー
ディネートに焦点を当てて考察を重ねた。そこから見えてきたのは、柳が「民藝館」に東
西文化の融合だけでなく、他の様々な文化が日本の文化とつながるように展示品を選択し、
配置していたことである。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本研究の目的は、民芸運動の中心人物である柳宗悦（1889－1961）が、1928（昭和 3）年
に制作した展示施設「民藝館」を主な研究対象とし、柳の展示創作活動を明らかにするこ
とである。民藝館を主たる研究対象にした研究は、従来見られず、その点で、本博士論文
は、テーマの選択自体に独創性があるといえるだろう。とりわけ、民藝館を一個の「作品」
として、その創作性を問うところに、本研究の核心がある。この点では、原田氏の重要な
アイデアが披瀝されたといってよい。 
生活空間をそのまま展示空間として扱うことは、工芸品の展示方法として当時では珍し
いものであった。この民藝館の出品によって、柳は民芸を初めて公に知らせることができ
たという。この点について原田氏の切り込む角度は徹底している。ともかく、現在の民芸
研究において、大礼博の民藝館は、最初の民藝館として極めて重要視されているにも拘わ
らず、これについての研究成果がほとんどないに等しいので、本研究の重要性はきわめて
高い。先行研究において、民藝館出品の経緯や人物相関、文書資料、民藝館の後身である
三國莊の建物と民芸品に関する研究があることから、原田氏は、それらの先行研究を総合
し、民藝館の展示における柳の創作活動の性格を明らかにしようとした。その分析と記述
は、非常に丁寧で、しかも徹底している。この点も高く評価されねばならない。とりわけ、
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研究上の最大の障害である「現在、民藝館が現存しない」ということを逆手にとって、原
田氏は、民藝館の姿を撮影した写真資料を採り上げて、画像分析による展示物の調査を踏
まえ、その特質に迫ろうとした。審査委員には、こうした研究方法が独創的であると見な
され、高い評価が与えられた。 
それらを踏まえ、第４章では、民藝館における柳の展示創作を、主人室と応接室、さら
にはテーブルコーディネートに焦点を当てて考察を重ねている。民藝館で柳は、テーブル
コーディネートを英国式のアフタヌーンティーに倣って道具を揃えながらも、急須や湯呑
など日本の民芸品をポットやティーカップに見立てて用いた。そのことで、当時はまだ一
般的に馴染みの薄い英国式のアフタヌーンティーを日本の生活に取り入れようと試みたの
である。この辺りの緻密で詳細な写真分析は、本論文のひとつの核となっており、説得力
もあり、読み応えがある。柳は民藝という思想と造形によって、それぞれの民族同士の理
解を深めることを民藝館で示したと指摘する。 
ただし、柳は、民芸は＜國民性の発露＞であるとし、民藝館の展示を通して国民性への
意識を言葉ではなく、展示の造形で訴えた。柳は展示や民芸品がつくられる土地とのつな
がりを重視していたので、民藝館が建てられ、柳が生活していた日本を重視した。 
ここで問題になるのは、柳が民藝館から世界を見渡し、日本の生活に真に必要な品を蒐
集したと主張する箇所などは、「日本」を強調しすぎるのではないか、という指摘が審査委
員から出た。「日本」を強調する論調は、原田氏の研究の骨格でもあるが、そうした主張は、
柳の思想と齟齬がないのかどうか、今後の研究に委ねられるべき本質的な課題である。い
ずれにせよ、本研究は、綿密な調査に基づき、時間をかけて丁寧に文章を綴った労作であ
り、その方法論と、明らかにされた内容自体は独創的である。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
